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「胡弓の調べ」に誘われて

乗中根団地自治会　黒羽裕里
風の盆「おわら節」の哀愁漂う胡弓の調べと

深くかぶった編み笠に魅せられた仲間が、過2

回練習してきました。初心者が多く、舞台に
上がるまでは緊張していましたが、一心に踊っ

たことで素晴らしい連帯感と感動が生まれまし

た。たくさんの方々の協力で、無事に踊れたこ

とに感謝いたします。ありがとうございました。

岩野・

墨鞋蟄蕪等
2月2日、第22回を迎えた「芸

能音楽祭」が市文化会館小ホールで

開催された。初参加のムード歌謡バ

ンド「ヒマナスターズ」を加えた

31団体約500人が参加した。日頃

練習した成果を一生懸命発表する姿

に、会場から惜しみない拍手が送ら

れた。さらに「とても素人とは思え

ない」「子どもたちの無邪気に踊る

姿がとてもかわいい」という声。

心に残るみんなとの太鼓

中根小6年　仲田大翔
橋本先生と週に1度、学校の体育館で練習

しています。6年生になって子ども会を中心に

13人で始めた和太鼓、男女仲良く楽しく練習

をしてここまで出来るようになりました。会場

の人から「上手だったね」と言ってもらえて嬉

しかったです。1人出られず残念でしたが、最

高の発表が出来て、先生と仲間との思い出に残
る1日になりました。

ポッピーポップ

初参加「ヒマナスターズ」
青葉石川自治会　井出英雄

同期入社の仲間で結成したこのバンドは、
我々の青春時代に活躍した茨城県出身の作曲
家「吉口正」の曲を中心に、市内外の施設やコ
ミセンで演奏しています。音楽は、一瞬にして

その時代に引き戻してくれる若返りの即効薬で

す。我々はそう信じて演奏し、皆様の笑顔そし
て懐かしさの涙に接し、勇気をもらっています。
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勝田第一幼稚園に行って
勝田一中1年　丹野佳野音
私は園児に、絵本の読み聞か

せをしたり、手作りのプレゼン
トをあげたりしました。
一緒に過ごしている中で、先

生が常に園児の事を考えてい
て、園児も先生を信頼している
のが良く分りました。

、云木上ごて

勝田一中1学年主任　寺門隆明 
生徒たちは、約3カ月の準備期間を 

経て、思い思いの資料や学習用具を用 
意して体東掛こ臨みました。自らの足跡 
を振り返ることで、今の自分を見直す 
ことができました。お世話になった先 
生方に、成長した今の自分を報告する 
良い機会にもなりました。 

三反田小学校長　福田敏克
中学生の手をしっかりと握って、運

動場に遊びに行く1年生。問題の解き
方を真剣に教わる高学年の児童。縄跳
びが上手くできない子を、優しく励ま
す中学生。心も体も大きく成長した中
学生に、驚く先生方。

「学ぶF L Yデー」は、小学生も中
学生も、そして先生方にも得るものが
多い、素晴らしい行事です。

中根小学校での体験
勝田一中1年　賀谷光翔

ぼくが取り組んだ活動は、壁の習字の
貼りかえ・算数の丸つけ・授業で使うプ
リントの印刷などです。中学枚とは違っ
て、一人の先生が全教科を教えているの
が、改めて大変だと思いました。

竹　中　凡打▲　塊

勝田一中校長　小森和男 
この活動は、生徒たちが巣立った保育 

園・幼稚園・小学校で、園児・児童・そ 
こで働く人々との交流を通して、社会生 
活におけるマナーの大切さに気付き、新 
たな自己を発見することを目的としてお 
リます。また、小中連携の視点から、他 
枚の関心を集める活動にもなっています。 

栄光幼稚園　教諭 
本屋を卒園して7年が経ち、「学ぶF 

LYデー」として、来園してくれた生 
徒たちに会うことができて、とても嬉し 
かったです。それと同時に、園児の頃 
の生徒たちを思い出し、その頃と変わら 
ない笑顔や恥ずかしそうな姿を見て、懐 
かしかったです。また、累張しなから　‾ 
も一生懸命園児たちと棲している姿に、 
成長を感じた一日でした。 

む篭誌▲－ir命錆

（一抑尋鱒鱒琴慧蓋霊蓋
想い出のケーキ屋さん（伊藤商店）

■
　
旭
え
の
歴
史
・

福
島
藩
士
の
墓

中
根
小
学
校
よ
り
南
西
約
5
0
0
m
離
れ
た
中
根
堂
山
共
同
墓
地
に
、

福
島
藩
士
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
は
、
元
治
元
年
（
1
8
6
4
）
「
天

狗
党
の
乱
」
の
際
、
天
狗
党
鎮
圧
の
た
め
幕
府
軍
の
援
軍
と
し
て
参
加

し
て
、
都
田
野
原
で
戦
死
し
た
福
島
藩
兵
の
墓
で
す
。

石
碑
の
裏
側
に
、
無
縁
仏
と
並
ん
で
自
然
石
の
墓
碑
が
三
基
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
風
化
が
ひ
ど
く
碑
銘
を
判
読
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、

勝
田
市
史
に
そ
の
墓
碑
の
大
き
さ
と
碑
面
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
奥
州
福
嶋
板
倉
臣
戦
死
連
名
と
し
て
1
6
人
の
戒
名
と
名
前
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
元
治
元
年
1
0
月
1
0
日
に
戦
死
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
天
狗
党
の
乱
」
は
、
幕
末
水
戸
藩
内
の
諸
生
派
と
天
狗
党
の
戦
い
で

す
が
、
部
田
野
原
の
合
戦
は
、
各
地
の
戦
闘
の
中
で
最
も
激
し
い
と
言

わ
れ
、
双
方
に
多
く
の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。

中
根
城
跡
に
は
、
福
島
藩
士
や
二
本
松
藩

士
の
幕
府
勢
が
駐
屯
し
て
い
た
た
め
、
初
め
戦

死
者
の
遺
骸
は
こ
の
近
く
に
合
葬
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
ご
ろ
村
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
現
在
の
共
同
墓
地
に
改
葬
さ
れ
ま
し
た
。

将
に
残
る
憩
い
虫

幼
少
の
楽
し
み

仁ニ＝

三
反
田
自
治
会
　
打
越
克
己

昭
和
4
2
年
か
ら
の
小
学
校
時
代
、
今
思
う
と
笑
っ
て
し
ま
う
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
唯
一
食
べ
ら
れ
る
ケ
ー
キ
。
そ
れ
を
、
地
元
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
（
伊
藤
商
店
）
で
受
付
け
て
い
た
。
そ
の
ケ
ー
キ
を
注

文
に
行
く
の
が
私
の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。
幼
い
私
は
、
ケ
ー
キ
は
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
売
っ
て
い
る
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
。
何
と
も
素

直
な
子
ど
も
で
あ
っ
た
。

風
邪
を
ひ
く
と
、
普
段
食
べ
ら
れ
な
い
豪
華
な
物
が
食
べ
ら
れ
る
。

思
い
出
は
、
枕
元
に
あ
っ
た
プ
リ
ン
だ
。
美
味
し
く
て
風
邪
も
す
ぐ
に

治
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
級
生
は
私
も
含
め
、
ほ
と
ん
ど
が
農
家
の
子

ど
も
だ
っ
た
。
家
族
旅
行
に
行
っ
た
な
ど
聞
い
た

こ
と
が
な
い
。
唯
一
旅
行
と
言
え
ば
、
年
一
国
子

ど
も
会
で
行
く
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
」
。

当
時
は
　
『
金
風
呂
』
が
あ
り
、
一
番
に
入
っ
た
も

のだ。時
は
流
れ
、
現
在
は
ケ
ー
キ
も
プ
リ
ン
も
い
つ

で
も
食
べ
ら
れ
、
家
族
旅
行
も
海
外
へ
行
く
時
代

と
な
っ
た
。
幼
少
の
頃
の
笑
っ
て
し
ま
う
想
い
出
。

こ
れ
も
ま
た
良
き
時
代
で
あ
っ
た
。
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苧私のたのしみ⑳

角　全国制覇を目指して！■

嶋iト
渡部　元＝さん

薬師台にお住まいの渡部元二さん（71）に、

好きな野球の話を伺いました。小学生の頃から野

球が大好きで、ひたちなか市の会社に就職してか

らは「長堀ソフトボールチーム」に入り、仕事の

合間に長年続けてきたそうです。

本格的に野球をやり始めたのは定年後で、「ひ
たちなか古希還暦軟式野球チーム」に入り、今は

レフトを守っています。練習が週2匡仁　その他

練習試合や公式吉武合が合わせて年間30回位あり

ます。昨年の水戸市長杯選抜古希軟式野球大会で

は、昨年全国1位だった「品川トークス」を破っ

て優勝したそうです。また、春の茨城県大会で決

勝まで勝ち残り、平成23・24年の青森と愛知で

の全回大会に連続出場しました。それまでも岡山

や山口など数多くの全国大会に行き、活躍してい

ます。「まだ全国優勝はできていないので、今年

こそ新潟全国大会での優勝を目指し、練習してい

るところです」「チームの最年長者は82歳で、キ

ャッチャーをしているんだよ。私もまだまだ頑張

らないと・・」と熱く語っていました。

「楽しみはたくさんあるな。じっとしているの

が嫌いだから」と言う渡部さんは、その他ゴル
フ・カラオケ・将棋・野菜作りなども楽しんでい

ます。崩肉質の身体と若々しい表情が印象に残り

ました。

▼　－　　　1・－－　　　▼¶

ふLJ魅∵！監∴⊥二戸等　ヽ少4

苛刺機幾
長堀小学校

2月8日、ひたちなか市の特産物である干

し芋づくりに、長堀小学校の3年生児童110

人が挑戦しました。原料のさつま芋（玉豊）は、

児童たちが苗を植え収穫した芋です。当日は、

畑の提供者である学区内の海野富男さんが、

蒸してきてくれました。湯気の立つさつま芋

に児童たちは、大喜びでした。

熱いうちに皮をむき、ピアノ線を張った

芋切り器に通して、上手に薄く切れるたび

に大きな歓声が上がりました。

「早く食べたいな」と、切った芋を1枚1

枚丁寧にすだれに並べていました。食べる

のを楽しみに、干し上がるまでの10日間出

し入れするなど皆で世話をするそうです。

行方市から霞ケ浦こしに見る富士

地域のわだい

職級馳⑩塾蔑寄
金上地区

2月3日、金上山不動堂の年中行事の一つであ

る「節分会」が行われました。この行事は毎年2

月3日節分の日に行われています。（主催　戒珠
山華蔵院、主管　金上山不動尊興隆会）

金上山不動堂の落成式（平成6年7月）後は毎
年戒珠山華蔵院から住職を招いています。子ども
たちの下校時間に合わせ例年2回豆まきが行われ

ますが、今年は日曜日ということで1国となりま

した。当日は花火の合図で始まり、護摩祈祷の後、

厄年・還暦・年男・年女■特殊祈願の人たちによ
る豆まきが行われ、子どもたちが喜ぶお菓子もま

かれました。

日差しも暖
かい日和の

中、福を求め
て集まった老

若男女200人

程の人たち
は、笑顔にあ
ふれていまし

た。

蜘脚麒腰紐
西中根自治会

1月12日、ライスセンター近くの田んぼで西中根′恒例

のどんど焼きが行われました。前日に、地域の有志の皆

さんが安次郎作さん所有の山から竹を切り出し、当日は、

「西中棍ソフトボールクラブ」の会員も加わり朝から同氏

の田んぼにやぐらを立てました。「西中根女性セミナー」

の会員は、かまどで甘酒・焼きめざレ海苔餅などを作り、

集まった人たちに振舞いました。また、持ち寄ったしめ

飾りや門松は、会員がプラスチ、ソクや針金など燃えない

ものを取り除いてから、やぐらの周りに飾りました。

12時にやくもらの周りに集まり、重田自治会長の挨

拶。火入れ棒を持った子どもたちが一斉に火を付ける

と、やく“らはあ

っという間に炎

に包まれまし

た。風のない穏

やかな日よりに

炎はまっすく“天

高く伸び、参加
者は幸せな1年
を予感したひと

ときでした。

我
が
身
と
一
銭

長
堀
松
戸
自
治
会

小
林
　
一
夫

「
我
が
身
を
つ
ね
っ
て
他
人

の
痛
み
を
知
れ
」
私
が
子
ど

も
の
頃
か
ら
大
人
に
な
っ
て

も
、
母
は
ず
っ
と
言
っ
て
い

た
。
一
度
自
分
の
太
股
を
つ

ね
っ
た
ら
、
本
当
に
痛
か
っ

た
。
自
分
が
栄
光
を
勝
ち
取

り
有
頂
天
で
美
酒
に
酔
っ
て

い
た
と
き
、
こ
の
言
葉
が
心

を
よ
ぎ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

勝
者
の
蔭
に
隠
れ
て
涙
に
沈

ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
、

弱
者
の
立
場
（
私
は
こ
の
方
が

多
い
が
）
に
立
っ
て
考
え
る
。

母
は
そ
う
し
た
思
い
や
り
の

心
・
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の

心
が
判
る
人
に
な
っ
て
欲
し

い
と
私
に
教
え
た
の
だ
。

〓
銭
を
笑
う
者
は
、
一
銭

に
泣
く
」
　
こ
の
言
葉
も
母

が
口
癖
の
よ
う
に
よ
く

言
っ
て
い
た
。
「
小
銭
だ
と

思
っ
て
粗
末
に
す
る
な
。

お
金
を
大
事
に
」
と
の
母

の
願
い
だ
っ
た
と
思
う
。

明
治
生
ま
れ
の
母
は
、

少
女
時
代
に
苦
労
を
し
た

ら
し
い
が
、
敢
え
て
自
分

か
ら
生
い
立
ち
を
話
し
た

こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、

自
ら
の
生
き
方
か
ら
澄
み

出
た
の
が
、
我
が
身
と
一

銭
の
二
つ
の
言
葉
だ
と
思

う
。
そ
し
て
子
ど
も
に
伝

え
な
が
ら
、
自
分
自
身
に

言
い
聞
か
せ
て
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

父
が
泉
下
か
ら
「
僕
の
話

は
」
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、

紙
面
の
都
合
と
答
え
て
お

き
ま
す
。

富
士
山
を

追
い
か
け
て

西
中
頼
自
治
会

磯
崎
　
晃

空
模
様
を
眺
め
、
雲
の
様

子
を
観
察
す
る
。
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
い
、
都
庁
や
三
つ
峠
・

山
中
湖
な
ど
の
ラ
イ
ブ
カ
メ

一
フ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
1
1
月

か
ら
2
月
末
ま
で
、
こ
れ
が

私
の
日
課
で
あ
る
。

「
よ
し
、
行
く
ぞ
」
い
そ
い

そ
と
カ
メ
ラ
パ
ッ
ク
を
担
ぎ

車
に
乗
り
込
む
。
今
日
の
ご

機
嫌
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

一
抹
の
不
安
と
ワ
ウ
ワ
ウ
感
・

期
待
を
込
め
て
日
没
を
待
つ
。

私
が
富
士
山
の
追
っ
か
け

を
始
め
た
の
は
三
年
前
だ
。

筑
波
山
か
ら
見
た
、
裾
野
を

広
げ
た
雄
大
な
富
士
山
の
姿

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
‥

に
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

富
士
山
頂
に
太
陽
が
か
か
る

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
　
を

知
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
、
自

分
で
も
撮
影
し
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
か
ら
れ
、
私

の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
今
シ
ー

ズ
ン
は
潮
来
市
か
ら
行
方
市

を
訪
れ
、
1
2
勝
4
敗
。
姿
は

見
え
て
も
、
満
足
す
る
撮
影

は
今
だ
で
き
て
い
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
ポ
イ
ン
ト
地

点
で
、
そ
の
土
地
の
方
々
と

の
会
話
や
、
撮
影
に
来
て
い

る
人
た
ち
と
の
情
報
交
換
は
、

楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
る
。

「
今
日
も
出
か
け
る
の
」
と

家
族
の
呆
れ
顔
も
何
の
そ
の
、

私
の
富
士
山
参
り
は
続
く
。

雛
人
形
を
展
示

1
中
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
一

月
末
か
ら
館
内
の
1
階
か
ら

3
階
ま
で
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
、
雛
人
形
を
展

示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自

宅
で
眠
っ
て
い
る
雛
人
形
の

提
供
を
地
域
住
民
に
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
6
人
の
方
か

ら
無
償
で
の
提
供
申
し
出
が

あ
っ
た
も
の
で
、
3
月
中
旬

ま
で
利
用
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

提
供
者
の
一
人
の
方
は

「
一
望
丸
な
姿
（
雛
人
形
）
　
と

2
0
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
。
元

気
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
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今回は、県道「水戸勝田那珂湊線」南側に広がる台地中根下区地域を

紹介します。この地は虎塚古墳を筆頭に、舌代からの史跡が多く残る所

です。歴史を身近に感じながら、歩いてみませんか。「埋蔵文化財調査セ

ンター」や「鹿島神社」の駐車場に幸を停めて歩くと便利です。
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台地の端から広々と広がる畑が見渡せます。苦は、
今でも、畑から土器のかけらが見つかるこ　夕方になるとたくさんの雁が林に戻ってきたこと
とがあるそうです。　　　　　　　　　　　　でしょう。
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一
ヽ

〃ヽす
も

も
ク

タ
i

や
ク

一
ヽ

も
一

一
ヽ

勺
一

夕
ヽ

匂
一

夕
も

や
一

才、ヽ
一

♂、も
β

一
ヽ

ヽ
一

一
も

文
化
部
会

2
月
2
日
の
芸
能
音
楽
祭

は
、
例
年
通
り
文
化
部
会
が

企
画
・
運
営
を
担
当
し
た
。

1
1
月
頃
か
ら
出
演
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
本
番
は
時
間

が
限
ら
れ
て
お
り
リ
ハ
ー
サ

ル
も
な
い
た
め
、
①
舞
台
準

備
の
時
間
①
所
要
時
間
③
出

演
人
数
④
同
じ
種
目
を
続
け

な
い
な
ど
を
考
慮
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
開
催

前
日
は
会
場
の
準
備
を
行

い
、
当
日
は
役
割
分
担
を
決

め
コ
ミ
セ
ン
の
方
々
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
。

体
育
部
会

2
月
1
0
日
、
市
総
合
体
育

館
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
、
各
9
チ
ー
ム
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

ヽ
一

一
ヽ

青
少
年
部
会

1
月
1
2
日
、
長
堀
小
学
校

で
ま
ゆ
玉
作
り
が
行
わ
れ
た
。

6
0
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
交
代

で
餅
つ
き
を
し
て
、
勝
田
一
中

合
唱
部
の
歌
を
聴
き
な
が
ら
、

つ
き
た
て
の
餅
を
食
べ
た
。

用
意
さ
れ
た
積
に
、
白
・
桃
・

緑
色
の
餅
を
一
生
懸
命
に
飾

り
付
け
て
い
く
と
、
枝
に
花

が
咲
い
た
よ
う
に
な
り
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
た
。
こ
の
ま
ゆ
玉
は
、

学
校
の
他
に
1
中
コ
ミ
セ
ン

の
ロ
ビ
ー
に
も
飾
ら
れ
た
。

［
㈲
鳳
鳳
凰

＊
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

優
　
勝
　
金
上
B

準
優
勝
　
新
前
南
B

3
　
位
　
三
反
田
ル
ー
キ
ー

＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

優
　
勝
　
長
堀
A

準
優
勝
　
中
根
N
K
M
3
6

3
　
位
　
中
根
上
区
2
班

環
境
部
会

2
月
1
2
日
、
長
堀
小
学
校

4
年
生
9
1
人
を
対
象
に
「
ぼ

か
し
作
り
」
　
の
講
習
会
を
実

施
し
た
。
ぼ
か
し
は
、
E
M
（
有

用
微
生
物
群
）
活
性
化
液
と

米
ぬ
か
・
も
み
が
ら
で
作
る
。

み
ん
な
で
材
料
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
作
っ
た
ぼ
か
し
を
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ

の
ぼ
か
し
を
使
っ
て
家
庭
で

生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え
、
野

菜
や
草
花
の
肥
料
に
す
る
こ

と
を
学
ん
だ
。

㌔
．
ぞ
華
や
や
ヤ
号
や
ヤ
ヤ
㌔

☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溶

貴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女

か
　
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
か

☆
茨
城
県
教
育
委
員
会
・
茨
城
☆

．
愕
新
聞
社
主
催
に
よ
る
「
平
成

針☆★

2
4
年
度
第
2
4
回
茨
城
県
教
育

広
報
・
N
－
E
コ
ン
ク
ー
ル
」

卦
の
第
3
部
門
に
、
広
報
紙
「
ふ

一
凍
れ
あ
い
」
が
優
秀
賞
に
選
ば

凍
れ
ま
し
た
。
平
成
1
9
年
度
に

戒
も
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

て
い
る
の
で
、
今
回
は
2
度

白
の
受
賞
で
す
。

域
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ

る
も
の
と
、

委
員
一
同
深

く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

Y
・
七
・
宇
・
車
∴
十
・
ご
∵
／
一
∵
∴
・
七
十
十
∴
∵


